
人　口

　男

　女

世帯数

4,532人
2,251人
2,299人
1,532世帯

（-37）

（-19）

（-18）

（-01）
（2019.10.1現在）

（前年比）

9月村議会　村長提案説明
村の財政状況
村の人事行政の運営等の状況
朝日村の財政健全化判断比率等を公表します
こんにちは地域包括支援センターです
お薬の上手な飲み方
国民健康保険　県内国保料（税）率が統一となるまでの間
毎年国保税率の見直しを行っていきます／
介護保険制度はみなさんに支えられています
地震総合防災訓練実施報告
祝・長寿いつまでもお元気で
英語教育への取組みについて
副村長就任あいさつ／
朝日村成人式が挙行されました／村道除雪対策
松枯れ被害の抑止にご協力ください／
防災重点ため池の再選定について
令和元年度 地域活動助成事業／
こぶしの会 味噌づくりの予約を受け付けます／
未満児保育の充実
10月から幼児教育・保育の無償化が始まりました／
朝日村の縄文土器
あさひプライムスキー場／朝日村プレミアム付き商品券

2-3
4-5
6-7
8
9

10-11
12

13
14
15
16

17

18

19

20

朝日村地震総合防災訓練

e-mail：info@vill.asahi.nagano.jp
URL：http://www.vill.asahi.nagano.jp/

2019201911月号月号
Contents



2

へ
要
望
活
動
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
秋
に
は

県
か
ら
今
後
事
業
を
進
め
る
に
当
た
り
、
地
元

地
域
へ
説
明
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
村
道
古
見
57
号
線
改
良
事
業
と
新
田

バ
イ
パ
ス
街
灯
設
置
工
事
】

57
号
線
の
改
良
事
業
は
2
億
8
千
万
円
・

5
5
0
m
の
規
模
で
、
今
年
度
は
事
業
開
始
か

ら
4
年
目
と
な
り
、中
央
公
民
館
側
の
県
道
交

差
点
に
つ
い
て
、
県
と
の
協
議
も
終
了
し
、
来

春
に
は
完
成
の
見
通
し
で
す
。

ま
た
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
朝
日
橋
か
ら

庁
舎
間
の
防
犯
灯
設
置
工
事
も
完
成
の
見
込
み

で
、
通
学
路
と
し
て
供
用
開
始
と
な
り
、
小
学

生
の
交
通
・
防
犯
対
策
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
関
係

【
条
例
の
未
公
布
問
題
に
つ
い
て
】

　

経
過
・
現
状
・
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
報

告
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
12
月
定
例
会
に
於
い
て
、
三
俣
森

林
公
園
作
業
棟
が
指
定
管
理
さ
れ
て
い
る
理
由

を
問
う
一
般
質
問
が
出
さ
れ
、
調
査
の
結
果
、

条
例
に
違
反
し
て
い
る
事
が
判
明
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
指
定
管
理
が
さ
れ
て
い
る
事
と
、
料

金
が
高
く
徴
収
さ
れ
て
い
る
事
が
違
反
内
容
で

す
。小

林
が
村
長
に
就
任
し
、
一
連
の
問
題
点
に

対
し
て
内
部
調
査（
問
題
条
例
の
経
過
・
当
時

の
関
係
者
事
情
聴
取
・
県
へ
の
助
言
依
頼
・
弁

護
士
へ
の
相
談
等
）
を
行
い
、
問
題
の
解
決
策

と
し
て
、
県
等
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

【
第
6
次
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て
】

6
月
中
旬
に
、
第
1
回
朝
日
村
総
合
計
画

審
議
会
を
開
催
し
、
正
副
会
長
を
選
出
し
て
い

た
だ
き
、
現
在
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
9
月
中
旬
に
第
2
回
審
議
会
を

開
催
予
定
で
、計
画
通
り
推
進
中
で
す
。

◆
住
民
福
祉
課
関
係

【
地
域
福
祉
関
係
に
つ
い
て
】

誰
も
が
役
割
を
持
ち
活
躍
で
き
る
地
域
共

生
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地

域
住
民
が
主
体
的
に「
我
が
事
」
と
し
て
と
ら

え
、
世
代
や
分
野
の
枠
を
超
え
て
地
域
で「
丸

ご
と
」
つ
な
が
り
、
課
題
を
解
決
し
て
、
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
計
画
が
地
域
福
祉
計

画
で
す
。

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
、来
年
2
月
制
定
に
向
け
策
定
委
員
会
を

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
あ
さ
ひ
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
】

村
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
為
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ポ
イ

ン
ト
を
た
め
て
、
特
典
を
受
け
取
る
事
業
を
来

年
度
に
向
け
て
立
案
中
で
す
。

◆
建
設
環
境
課
関
係

【
県
道
新
田
松
本
線
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
】

役
場
か
ら
中
古
見
に
通
じ
る
県
道
新
田
松

本
線
バ
イ
パ
ス
は
地
区
の
要
望
も
高
ま
り
、
県

村
政
の
課
題
と
現
状
に
つ
い

て
、
議
会
の
皆
さ
ん
・
村
民
の
皆

さ
ん
に
ご
報
告
を
申
し
上
げ
、課

題
共
有
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。◆

総
務
課
関
係

【
旧
役
場
庁
舎
の
扱
い
に
つ

い
て
】

6
月
の
定
例
会
で
調
査
費
を

付
け
て
い
た
だ
き
、耐
震
へ
の
対

策
等
検
討
に
入
り
ま
し
た
。旧
役

場
庁
舎
の
活
用
等
に
つ
い
て
は
、

工
事
費
等
数
値
で
お
示
し
を
し
、

村
民
の
ご
意
見
を
伺
い
方
向
性

を
決
定
し
て
行
き
ま
す
。
今
後
、

現
況
調
査
・
設
計
図
復
元
・
耐
震

診
断
・
補
強
工
事
見
積
り
と
進

み
、
来
年
2
月
に
は
調
査
を
完

了
す
る
予
定
で
す
。

令和元年 9月議会、村長提案説明
内容を抜粋してお知らせします。
一般質問・審議内容等は議会便り
をご覧ください。

令
和
元
年
9
月

村
議
会

村
長
提
案
説
明
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むらはいま

朝
日
村
の
現
状
は
、
直
ぐ
に
住
み
た
い
け
れ

ど
空
き
家
が
無
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
村
営
住

宅
団
地
も
建
設
か
ら
長
年
経
過
し
老
朽
化
を
迎

え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
移
住
者
に
は
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
に
頼
っ
て
来
ま
し
た
が
、
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
も
少
な
く
、
住
宅
政
策
の
転
換
点
に

来
た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
旭
ヶ
丘
の
村
営
住
宅
の
立
て
直
し

を
検
討
す
る
他
、人
口
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
為
、

各
地
区
に
数
棟
ず
つ
村
営
住
宅
が
で
き
な
い

か
、
今
後
検
討
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
旧
お

ひ
さ
ま
保
育
園
の
跡
地
利
用
と
し
て
村
営
住
宅

が
可
能
か
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
、向
陽
台
団
地
第
3
期
事
業
は
土
地

の
買
収
も
終
了
し
、
い
よ
い
よ
工
事
の
段
取
り

に
入
り
ま
す
。

【
村
政
の
見
え
る
化
、
ス
ピ
ー
ド
・
質

向
上
の
為
、副
村
長
を
置
き
ま
す
】

副
村
長
の
起
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。

副
村
長
を
置
く
理
由
と
し
て
、
公
約
当
初
は

仕
事
の
質
と
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
を
主
目
的
と
し

ま
し
た
が
、
条
例
の
未
公
布
問
題
等
か
ら
役
場

の
体
質
・
職
員
の
資
質
ま
で
問
わ
れ
る
状
況
と

な
り
、こ
こ
で
、新
た
な
血
を
・
文
化
を
・
中
央

と
の
太
い
パ
イ
プ
を
・
第
六
次
総
合
計
画
を
と

考
え
、
長
野
県
か
ら
適
任
者
を
派
遣
し
て
頂
く

方
針
と
し
ま
し
た
。
現
在
、
人
選
を
県
に
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
会
期
終
了
後
に
改

め
て
臨
時
議
会
を
お
願
い
し
、
同
意
を
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
れ
ば
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
安
心
・
安
全
な
村
創
り
を
し
ま
す
】

消
防
団
の
団
員
確
保
等
、
諸
課
題
に
つ
い
て

で
す
が
、
現
在
消
防
団
幹
部
と
協
議
中
で
す
。

一
つ
で
す
が
、
消
防
団
の
要
請
に
よ
り
、
昼
の

消
防
体
制
強
化
の
為
、
役
場
職
員
を
主
体
と
す

る
本
部
消
防
の
復
活
の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
役
場
隣
に
建
設
す
る
件
で

す
が
、
当
初
計
画
の
常
設
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
緊

急
時
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
仕
様
を
変
更
す
る
事
が

可
能
と
の
見
通
し
で
す
。
よ
っ
て
、
普
段
は
多

目
的
に
使
え
る
仕
様
に
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
対
策
と
し
て
の
鎖
川
右
岸
の
防
災
機

能
・
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
で
す
が
、現
在
、

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
活
性
化
施
設
建

設
を
西
洗
馬
区
と
し
て
検
討
中
で
す
。
そ
の
施

設
と
鎖
川
右
岸
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
と
合
体
し

た
計
画
に
出
来
な
い
か
、
今
後
西
洗
馬
区
と
相

談
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
決
ま
れ
ば
、
建

設
費
の
県
と
国
の
85
%
負
担
の
残
額
に
つ
い

て
、
西
洗
馬
区
と
村
で
応
分
す
る
事
と
な
り
ま

す
。
是
非
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
人
口
維
持
対
策
を
推
進
し
ま
す
】

現
在
、
他
村
の
公
営
住
宅
の
現
状
を
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
他
村
の
状
況
は
、

定
期
的
に
公
営
住
宅
を
数
棟
ず
つ
建
設
し
、
人

口
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
例
が
多
く
あ
り
ま

す
。

策
定
の
予
定
で
す
。

【
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
】

10
月
1
日
か
ら
国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
が
始
ま
り
ま
す
。こ
れ
は
、
3
歳
か
ら
5

歳
ま
で
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
を
利
用
す
る
子
ど
も
達
の
利
用
料
が
無
償

化
さ
れ
ま
す
。

あ
さ
ひ
保
育
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
無
償
化

し
て
お
り
、
引
き
続
き
無
償
化
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
尚
、
国
の
無
償
化
で
は
副
食
費
に
つ
い

て
保
護
者
負
担
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
朝
日
村

で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
無
償
と
し
て
い
き
ま

す
。続

い
て
、
公
約
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
で
特
筆
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
進
捗
を
述
べ
ま
す
。

【
観
光
商
工
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
】

松
本
山
雅
F
C
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
化
の
検

討
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
ど
の
様
な
効
果
が
あ

る
の
か
調
査
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
調
査
結
果

と
し
て
、松
本
山
雅
F
C
は
サ
ッ
カ
ー
競
技
を

主
体
と
す
る
活
動
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
課
題

と
共
に
歩
み
、
地
域
に
密
着
し
た
手
法
で
、
子

供
の
運
動
・
健
康
増
進
・
食
育
・
人
権
な
ど
様
々

な
分
野
に
関
わ
り
連
携
す
る
事
で
、
相
乗
効
果

と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
の

事
で
す
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
に
協

力
す
る
事
で
村
民
の
参
画
意
識
の
向
上
・
村
外

へ
の
P
R
に
効
果
が
あ
り
、
朝
日
村
の
知
名

度
向
上
・
地
域
活
力
向
上
に
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

一
旦
未
公
布
の
3
条
例
の
公
布
を
し
、直
ぐ
に

現
状
に
即
し
た
新
条
例
の
公
布
を
す
る
為
の
検

討
に
入
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
朝
日
村
職
員
倫
理
規
程
に
基
づ

き
、
課
長
会
議
メ
ン
バ
ー
に
第
三
者
と
し
て
弁

護
士
1
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
意
見
を
求
め

る
為
の
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
段
取
り
を

し
て
い
ま
す
。ま
た
、今
ま
で
の
調
査
結
果
を
、

顛
末
書
に
ま
と
め
る
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
日
程
で
す
が
、
小
林
村
政
も
4
か

月
が
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
下
半
期
に
向
け
た

新
体
制
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
体
制
と

な
っ
た
後
で
、
法
第
29
条
及
び
朝
日
村
職
員
の

懲
戒
の
手
続
き
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
規

定
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
又
は
訓
告
等
の
措
置
を

行
い
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
条
例
の
改
定
、

作
業
棟
利
用
者
へ
の
対
応
を
行
い
ま
す
。
も
う

し
ば
ら
く
お
時
間
を
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
関
係

【
第
2
期
朝
日
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
に
つ
い
て
】

平
成
27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
支
援
事
業

が
今
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
新
た
に
令
和
2

年
度
か
ら
5
か
年
の「
第
2
期
朝
日
村
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。
子
供
の
利
益
の
実
現
の
た
め
、
保
育

受
け
入
れ
・
家
庭
に
お
け
る
養
育
・
健
や
か
な

育
ち
・
保
護
者
の
子
育
て
支
援
等
整
備
す
る
も

の
で
す
。
18
名
の
委
員
に
よ
る
検
討
会
議
が
8

月
下
旬
に
行
わ
れ
、
12
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
、
令
和
2
年
3
月
に
は
計
画
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歳　　入
平成 30 年度決算額 平成 29 年度との比較 主な内容

村 　 税 6 億 671 万円 △ 4,575 万円 村民税・固定資産税など
譲 与 税 等 交 付 金 1 億 2,551 万円 298 万円 譲与税、地方消費税・地方特例交付金など
地 方 交 付 税 14 億 4,945 万円 1,082 万円 一定の行政サービスを維持できるよう国から配分されるお金
分担金・負担金・使用料・手数料 2,348 万円 245 万円 保育料・村の施設使用料、社会福祉施設入所者負担金など
国 ・ 県 支 出 金 3 億 7,127 万円 △ 1,480 万円 国・県から支出される負担金・補助金・委託金
繰 入 金 5 億 4,833 万円 △ 5 億 3,003 万円 基金の取り崩し
繰 越 金 2 億 1,699 万円 5,009 万円 前年度からの繰越金
村 債 2 億 9,090 万円 △ 4 億 4,720 万円 村が国などから借り入れたお金
そ の 他 6,868 万円 △ 3,272 万円 基金利子や土地売却などの財産収入、寄附金、諸収入など
合 計 37 億 132 万円 △ 10 億 416 万円

歳　　出
平成 30 年度決算額 平成 29 年度との比較 主な内容

人 件 費 4 億 3,811 万円 3,067 万円 職員給与、議員報酬、各種委員報酬など
扶 助 費 2 億 4,897 万円 387 万円 生活困窮者・児童・老人・心身障害者などを援助するお金
公 債 費 7 億 2,768 万円 △ 1 億 6,831 万円 借入金の返済にあてるお金
物 件 費 等 4 億 8,942 万円 590 万円 備品・消耗品の購入、旅費、賃金、委託料、光熱水費など
補 助 費 等 3 億 2,196 万円 △ 1,359 万円 特定の団体や事業への補助金や交付金
普 通 建 設 等 事 業 費 4 億 1,715 万円 △11億2,857万円 道路・橋・学校など公共施設の建設や災害復旧に要するお金
積 立 金 3 億 4,659 万円 2 億 4,665 万円 基金へ積み立てたお金
繰 出 金 5 億 1,056 万円 5,583 万円 特別会計へ繰り出したお金
そ の 他 3,050 万円 1,000 万円 投資・出資金・貸付金など
合 計 35 億 3,094 万円 △ 9 億 5,755 万円

歳入総額
37億132万円

自
主
財
源依

存
財
源

39.5%

60.5%

村税
6億671万円（16.4％）

分担金・負担金
使用料・手数料
2,348万円（0.6％）

繰入金
5億4,833万円
（14.8％）

繰越金
2億1,699万円
（5.9％）
その他
6,868万円（1.8％）

地方交付税
14億4,945万円
（39.2％）

譲与税等交付金
1億2,551万円（3.4％）

国・県支出金
3億7,127万円
（10.0％）

村債
2億9,090万円（7.9％）

歳出総額
35億3,094万円

人件費
4億3,811万円
（12.4％）

扶助費
2億4,897万円
（7.1％）

公債費
7億2,768万円
（20.6％）

物件費等
4億8,942万円（13.9％）補助費等

3億2,196万円（9.1％）

普通建設等事業費
4億1,715万円
（11.8％）

積立金
3億4,659万円
（9.8％）

繰出金
5億1,056万円
（14.5％）

その他
3,050万円（0.8％）

義 

務 

的 

経 

費投
資
的
経
費

積
立
金

繰出
金

消費的経費

そ の 他 

40.1%

14.5% 0.8%

9.8%

11.8% 23.0%

歳  出歳  出歳  入歳  入

⃝村税は住民税、固定資産税の減などにより、4,575万円（7.0％）
の減額となりました。
⃝地方交付税は、1,082万円（0.8％）の増額となりました。
⃝国・県支出金は新役場庁舎建設事業完了等に伴い1,480万円
（3.8％）の減額となりました。

⃝繰入金は、財政調整基金、役場建設基金などの減により5億3,003万円（49.2％）の減
額となりました。
⃝村債は、新役場庁舎建設事業完了等に伴い4億4,720万円（60.6％）の減額となりました。
⃝その他は朝日村土地開発公社への向陽台住宅団地造成事業にかかる資金貸付金元
利収入などの減により3,272万円（32.3％）の減額となりました。

⃝人件費は、3,067万円（7.5％）の増額となりました。事業費支弁分の影響によ
るものです。
⃝公債費は、繰上償還の減により1億6,831万円（18.8％）の減額となりました。
⃝普通建設事業費は、新役場庁舎建設事業完了などにより11億2,857万円
（73.0％）の減額となりました。

⃝積立金は、財政調整基金の増などにより2億4,665万円（246.8％）の増額とな
りました。
⃝繰出金は、上下水道等の特別会計への繰出の増により5,583万円（12.3％）の
増額となりました。
⃝その他は、テレビ松本ケーブルビジョンへの新規出資により1,000万円
（48.8％）の増額となりました。

平成30年度　普通会計※決算にみる

村 の 財 政 状 況
一般会計の収支は1億7,038万円の黒字となりました。

※普通会計…一般会計のほか、特別会計のうち地方公営事業会計に係るもの以外の会計を統合して1 つにまとめたもの。朝日村では普通会計＝一般会計をいう。
※決算統計に基づいた数値を記載。なお、表示単位未満端数処理により合計が一致しない場合があります。
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主　な　内　容

総務費
役場新庁舎建設事業（備品購入等）
地域公共交通対策事業
開村130周年記念事業（総務費分）

8,455万円
3,119万円
1,988万円

民生費

障がい者地域生活支援事業
あさひ保育園・子育て支援センター運営事業
福祉医療費給付事業
朝日村社会福祉協議会・地域福祉事業補助

1億2,950万円
6,790万円
2,671万円
1,590万円

衛生費

健康村づくり推進事業
ごみ処理事業
太陽光発電システム設置補助事業
災害廃棄物処理計画策定事業

2,567万円
3,502万円

130万円
292万円

農林水産業費

鳥獣害防止対策事業
地方創生事業（アグリビジネス、木質資源）
林道樫俣線改良事業
県営中山間地域総合整備事業

2,963万円
2,706万円
1,534万円

668万円

商工費

地方創生事業（滞在型）
交流拠点施設整備事業
プレミアム付商品券発行事業
商工業指導事業

713万円
929万円

1,281万円
1,000万円

土木費

村道古見57号線道路改築事業（繰越事業含）
向陽台連絡道路整備事業（繰越）
舗装修繕計画策定事業（個別施設計画）
除雪・融雪事業

5,364万円
1億4,426万円

486万円
680万円

消防費
避難施設WiFi設備整備事業
消防団救急用救助器具整備事業
高輝度蓄光避難看板設置事業

162万円
299万円
552万円

教育費
学校教育の充実と地域連携の推進
公民館事業の運営
社会教育施設の充実（図書館・美術館）

692万円
2,428万円
1,526万円

その他

議会費
労働費
災害復旧費
諸支出金

4,339万円
1,105万円
1,868万円

3億4,662万円

歳出総額
35億3,094万円

総務費
4億7,586万円
（13.5％）

民生費
6億592万円
（17.2%）

衛生費
1億5,258万円
（4.3%）
農林水産業費
1億6,066万円
（4.6%）

商工費
1億709万円（3.0%）

土木費
5億1,496万円（14.6%）

消防費
1億1,797万円（3.3%）

教育費
2億4,848万円
（7.0%）

公債費
7億2,768万円
（20.6%）

その他
4億1,974万円
（11.9%）

向陽台連絡道路整備事業（継続事業）

会
計
別
決
算
状
況

会  計  名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
一 般 会 計（ 普 通 会 計 ） 37億132万円 35億3,094万円 1億7,038万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4億3,340万円 4億3,137万円 203万円
介 護 保 険 特 別 会 計 5億691万円 5億384万円 307万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5,103万円 5,103万円 0万円
簡 易 水 道 特 別 会 計 1億6,293万円 1億3,485万円 2,808万円
下 水 道 特 別 会 計 4億3,018万円 4億347万円 2,671万円
あさひプライムスキー場事業特別会計 4,258万円 4,243万円 15万円

■ 基金内訳
❖財政調整基金	
不測の事態に対応したり、年度間の財政不足額の調整を
行ったりします。30年度末は約11億円。

❖特定目的基金
主なものに「文教施設整備基金」「保健福祉基金」などがあり
ます。30年度末は総額約7.7億円。

■ 地方債残高
近年、保育園建設、コテージ建設、庁舎建設等の実施による
新規債を発行しましたが、繰上償還の実施（平成30年度は
約5億円）をしたことにより平成30年度末は約18億円となり
ました。

村の貯金（基金残高）と借金（地方債残高）
35

30

25

20

15

10

5

0

貯金
借金

（
億
円
）

H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年

平成30年度の主要事業
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村
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

「
朝
日
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、職
員
数・

給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。詳
し
く
は
総
務
課（
☎
9
9
︱
4
1
0
1
）へ

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職員数の状況（各年4月1日現在）

区　　　分
職員数

対前年増減数
30年 31年

一般行政 41人 41人 0人
特別行政（教育） 6人 5人 △1人

公営事業 5人 5人 0人
計 52人 51人 △1人

級別職員数の状況（31年4月１日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事の職務 8人 15.7％
2級 主任の職務 7人 13.7％
3級 係長、主査の職務 14人 27.5％
4級 課長補佐、副主幹の職務 15人 29.4％
5級 課長、主幹の職務 5人 9.8％

6級 複雑かつ困難な業務を行
う課長、参事の職務 2人 3.9％

計 51人 100％

職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況
勤務時間 午前8時30分～午後5時15分（週38時間45分）
年次休暇の取得状況 平均8.2日（30年）
育児休業の状況

（30年4月1日現在） 1 名

職員の研修の状況（30年度）
派遣研修 長野県 1 名

職員の服務の状況（30年度）
職員の営利企業等従事許可件数 1 件

職員の分限及び懲戒処分の状況（30年度）
分　限 0 件
懲　戒 0 件

職員の福利及び利益の保護の状況（30年度）
健康診断などの状況 ❖健康診断受診者数 14 人

❖人間ドック受診者数 32 人
公務・通勤災害の認定件数 1 件
不利益処分に関する不服申し立て なし
福利厚生補助事業（地方公務員法第42条） 1,386 千円

採用及び退職の状況
31年４月１日付採用者数 1人
3 0 年 度 退 職 者 数 2人
増 減 数 △1人

部門別職員数の状況
（31年4月1日現在）

部　　門 区　　分 職員数

普通会計
部門

議　　会 2人
総　　務 11人
税　　務 3人
農林水産 5人
商　　工 1人
土　　木 2人
民　　生 13人
衛　　生 4人
教　　育 5人

公営事業等
会計部門

水　　道 1人
下　水　道 1人

その他（介護・国保） 3人
計 51人

むらはいま
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人件費の状況（30年度普通会計決算）
＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

住民基本台帳人口
（平成31年1月1日） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（Ｂ／Ａ）
（参考）
28年度の
人件費率

4,586人 3,530,936千円 118,182千円 438,111千円 12.4％  9.1％

職員給与費の状況（30年度普通会計決算）
＊職員手当には、退職手当は含まれていません。

職員数 （Ａ）
給  与  費 1人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給 　料 職員手当 期末・勤勉手当 計 （Ｂ）
 47人 171,019千円 26,019千円 67,109千円 264,147千円 5,620千円

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（31年4月1日現在）
＊給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を加えた額です。

区　分
一般行政職（再任用を含む） 技能労務職員（給食調理員）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
朝日村 44.2歳 304,200円 389,400円 58.4歳 284,000円 284,000円

特別職の報酬等の状況
区　　分 月　　額 期末手当

給料
村　長 671,000円

（平成30年度支給割合）
6月期　1.575月分

12月期　1.725月分
計　3.3月分

副村長 555,000円
教育長 502,700円

報酬
議　長 269,000円
副議長 201,000円
議　員 181,000円

職員の手当の状況
期末・勤勉手当（30年度支給割合）

区　　分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.90月分

12月期 1.375月分 0.95月分
計 2.6月分 1.85月分
職制や職務の級により加算措置有り

退職手当（31年４月１日現在）
区　　分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.71月分
その他、役職別の貢献度に応じた調整額を加算

その他の主な手当（31年4月１日現在）
手 当 名 主な内容及び支給単価

扶 養 手 当 ❖配偶者：月額6,500円
❖子1人につき：月額10,000円

住 居 手 当 ❖借家・間借り等の場合　月額27,000円上限

通 勤 手 当 ❖交通機関利用者の場合：通勤に要する運賃相当額（月額55,000円限度）
❖交通用具利用者の場合：片道2km以上2,000円～片道60km以上月額31,600円

管 理 職 手 当 ❖職制上の段階により定額　　6級課長：40,000円　　5級課長：38,000円

寒 冷 地 手 当
❖世帯主で扶養のあるもの：17,800円
❖世帯主で上記以外のもの：10,200円
❖その他の職員：7,360円

特 殊 勤 務 手 当 ❖防疫等作業従事手当：日額500円
❖行旅病人等取扱作業手当：1件2,000円

時 間 外 手 当 ❖勤務1時間につき、給料月額を基本とした時間単価の125％～175％を支給

むらはいま
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̶

̶

̶

実質公債費比率・将来負担比率の推移

平成30年度決算に基づく健全化判断比率等
実質
赤字比率

一般会計等
の赤字額が
標準財政規模
（※）に占める
割合

連結実質
赤字比率

村全会計の
赤字額が標
準財政規模
に占める割合

実質
公債費比率

一般会計が
借金等の返
済に充てた額
が標準財政
規模に占める
割合

将来
負担比率

一般会計が
将来負担す
べき借金等
の債務が標
準財政規模
に占める割合

資金
不足比率

公営企業会
計それぞれの
赤字額が標
準財政規模
に占める割合

健全化判断
比率等

算定の対象
となる会計

一般会計

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

　　  簡易水道

　　  下　水　道

　　  スキー場

公
営
企
業
会
計

公
営
事
業
会
計

朝
日
村

一部事務組合・広域連合

朝日村土地開発公社

朝日村の比率

早期健全化基準

財政再生基準
（※）標準財政規模：村税や普通交付税など、毎年、経常的に見込まれる収入の規模

簡易水道

下水道

スキー場

̶

15.00
20.00

̶

20.00
30.00

7.6

25.0
35.0

̶

350.0 20.0

（単位 ： ％） 「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

等
を
公
表
し
ま
す
。

ど
の
指
標
も
、法
律
に
従
っ
て
財
政
健
全
化
が
義
務
づ
け
ら
れ
る「
早
期
健
全
化
基
準
」「
財
政
再
生
基
準
」を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
も
将
来
負
担
比
率
は
借
金
等
の
債
務
よ
り
貯
金
残
高
が
上
回
っ
た
た
め
、算
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

朝
日
村
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す

■実質公債費比率
　実質公債費比率は、前年度比0.5ポイント増加し、7.6％
となりました。近年の向陽台造成、保育園建設、庁舎建設
等の大型事業に伴う借金が増え、比率の増加要因となる
なか、繰上償還（早期返済）を実施し、比率の増加抑制を
図り、財政健全化に努めています。

 ※参考：長野県内市町村平均：6.0%

●将来負担比率
　将来負担比率は、将来にわたる負債（借金など）に対
し、負債の返済に可能な資産（基金など）が上回ってい
るため、数値無しとなりました。
　村では平成23年度決算以降、比率無しとなっています。

※参考：長野県内市町村平均：数値なし

将来負担比率実質公債費比率

7.6%7.6%

9.0%9.0%

7.3%7.3% 6.9%6.9% 7.1%7.1% 7.6%7.6%

0.0%0.0%0.0%0.0% 0.0%0.0% 0.0%0.0% 0.0%0.0% 0.0%0.0%
0％

2.0％

4.0％

6.0％

8.0％

10.0％

12.0％

H26
決算

H25
決算

H27
決算

H28
決算

H29
決算

H30
決算

むらはいま
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　人の筋肉量のピークは30歳代で、40歳を過ぎると筋肉の量も力（筋力）も減ってきます。80歳では、30歳代の
半分になると言われています。筋力が低下するとちょっとしたことで転倒・骨折しやすくなります。

　朝日村で過去3年間に介護保険を新規に申請した人のうち、骨折が原因だった方が18人いました。その特徴
を見てみました。

　高齢期に転倒・骨折すると、療養している間に筋肉が衰えることからそのまま寝たきりになりやすくなります。
努力しても防げない事故もありますが、転ばないことが骨折の予防になります。
❶転ばない環境づくり　
自宅で骨折した人が多いことから、家の環境も見直してみましょう。
●足元に物を置かない　●手すりをつける　●照明を明るくする　
これからの季節はコタツの布団や電気コードも要注意です。
❷転ばない体づくり 
　体を動かして運動器（脚や腰の筋肉）に適度な刺激を与えることで転びにくい体づくりができます。車は使
わず歩く、掃除や買い物等の家事など日々の生活の中で体を動かす機会を増やしてみましょう。村では、体づ
くりのための講座（転ばんジェントルマンとレディの会・若返りパワーアップ教室・朝日村スポーツボイス）を実
施しています。参加ご希望の方は地域包括支援センターまでお問い合わせください。

転倒に対する不安は大きいですか （回答453人）この1年間に転んだことがありますか （回答455人）

（平成31年度基本チェックリスト集計）

はい
15.4％ はい

30.2％

いいえ
84.6％

いいえ
69.8％

◉朝日村の70歳から80歳の方に聞きました

◉高齢期の骨折の特徴

◉とにかく転ばないこと

女性 が9割

大腿骨 の骨折が5割

で骨折した人が8割や転倒 転落 そのうち で受傷した人が8割自宅

太ももの付け根の骨で、入院して手術が必要になる

地域包括支援センターです
朝日村地域包括支援センターでは
「介護」・「高齢者の心とからだ」のご相談に応じています

何でも早めに対応、今日も明日もこれからも元気よく過ごしましょう！
65歳以上のみなさん、ご本人でも家族でも不安なことがあればお気軽にご相談ください

こんにちは

朝日村地域包括支援センター（朝日村役場内）　☎99-2251  FAX99-2745

福祉ガイド
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お
薬
の
上
手
な
飲
み
方

お
薬
の
上
手
な
飲
み
方

健康
ガイド

健康ガイド

　

今
回
は
、
松
本
薬
剤
師
会
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き「
お
薬
」
を
テ
ー
マ
に
紹
介
し

ま
す
。

　

お
薬
の
飲
み
方
の
基
本

❖
処
方
薬
は
、
医
師
・
薬
剤
師
の
指
示
通

り
に
服
用
す
る

❖
市
販
薬
は
、
添
付
文
書
を
よ
く
読
み
、

用
法
・
用
量
を
守
っ
て
飲
む

❖
大
人
の
薬
は
、子
供
に
は
飲
ま
せ
な
い

❖
人
に
あ
げ
な
い
、人
の
薬
を
飲
ま
な
い

　

お
薬
は
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
が
　

　
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

【
指
定
さ
れ
る
主
な
タ
イ
ミ
ン
グ
】

飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
が
決
ま
っ
て
い
る
そ
の

理
由
は
…

①
薬
が
十
分
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

②
内
服
後
、
薬
が
吸
収
さ
れ
血
液
中
の
濃

度
が
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が

大
事
だ
か
ら

③
食
事
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
起
き

て
い
る
時
間
帯
を
ち
ょ
う
ど
均
等
に

割
っ
た
時
間
に
相
当
す
る
か
ら

④
飲
み
忘
れ
の
予
防
に
つ
な
が
る

⑤
胃
へ
の
負
担
も
軽
減
で
き
る

　

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

お
薬
手
帳
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん

な
お
薬
を
処
方
し
て
も
ら
っ
た
か
を
記
録

し
て
お
く
手
帳
の
こ
と
。

〈
お
薬
手
帳
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト
〉　

❖
薬
の
重
複
や
よ
く
な
い
飲
み
合
わ
せ
の

未
然
防
止
、
同
じ
薬
に
よ
る
副
作
用
の

再
発
防
止
等
が
で
き
ま
す
。
一
冊
に
ま

と
め
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

〈
い
つ
で
も
携
帯
・
い
つ
も
同
じ
場
所
に

置
く
〉

❖
外
出
先
で
病
気
に
な
っ
た
、
災
害
が
発

生
し
た
な
ど
、
緊
急
の
時
で
も
飲
ん
で

い
る
薬
の
情
報
が
正
確
に
わ
か
り
ま

す
。薬代の

節約にもなる！

飲み残しの
薬代で、年間

500億円!!
残った薬は

次の通院に持参し
医師・薬剤師に
相談しましょう

◉薬を飲む前に、口の中を湿らせておく
◉コップ１杯（200㎖）の水またはぬるま湯で飲む
◉飲んですぐ横にならない
　（お薬が逆流して食道で潰瘍を作るのを防ぐ）

お薬の飲み方

飲み込むときは
ゴックンと

うなずいて飲むゼリーやオブラートお粥
などと一緒に

飲むと飲み込みやすい

食 前

食 前 食 後

食事をする前
1時間～30分
以内に服用

食 後
食事が終わった後
30分以内に服用

食 間

食 事 食 事30分 30分 30分30分 約2時間

食事と食事の間。
前の食事から2時間後ぐらい
が目安。※食事の最中に服用

することではない

症状をいったん抑えるため
症状が出た時に服用頓服
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健康ガイド

　

お
薬
の
飲
み
合
わ
せ

　
お
薬
と
相
性
の
悪
い
食
べ
物

〈
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
〉

そ
の
他
に
文
旦
、ス
イ
テ
ィ
ー
、サ
ワ
ー

オ
レ
ン
ジ
、
八
朔
、
夏
み
か
ん
も
注
意

が
必
要
で
す
。

❖
薬
の
効
果
が
強
く
な
る（
つ
ま
り
血
圧

が
下
が
り
す
ぎ
る
な
ど
）

❖
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
に
よ
る

影
響
は
強
く
出
る
人
、
ま
っ
た
く
で
な

い
人
と
非
常
に
個
人
差
が
あ
る

❖
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
は
、
1

回
飲
む
だ
け
で
も
2
〜
4
日
効
果
が

持
続
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が

必
要

〈
ビ
タ
ミ
ン
K
を
含
む
食
品
〉

×
納
豆
、青
汁
、ク
ロ
レ
ラ
は
、ワ
ー
フ
ァ

リ
ン
の
働
き
を
弱
め
る

○
緑
黄
色
野
菜（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ほ
う

れ
ん
草
な
ど
）に
も
ビ
タ
ミ
ン
K
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、

通
常
の
食
事
で
と
る
量
で
は
問
題
な

し
〈
ア
ル
コ
ー
ル
〉

❖
薬
の
作
用
が
増
強
さ
れ
る

❖
意
識
が
も
う
ろ
う
と
す
る
、
立
ち
く
ら

み
や
吐
き
気
な
ど
お
こ
す

❖
ま
た
、
薬
が
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
を
妨

げ
る
場
合
も
あ
る

〈
牛
　
乳
〉

❖
薬
の
効
果
が
弱
く
な
る

❖
牛
乳
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
と
薬
が

結
合
し
、
水
に
溶
け
に
く
く
な
り
、
薬

の
吸
収
が
お
ち
る

★
注
意
し
た
い
健
康
食
品
とサプ

リ
メ
ン
ト

　

健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
成
分
に

よ
っ
て
は
、
お
薬
と
同
時
に
摂
取
す
る
こ

と
に
よ
り
、お
薬
の
吸
収
を
悪
く
し
た
り
、

効
き
を
弱
め
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

飲み方によっては
体に良くないものに
なってしまいます！

高血圧の薬
コレステロールを

下げる薬
免疫を抑える薬

など

睡眠剤
精神安定剤
血圧の薬

糖尿病の薬
アレルギーの薬

など

骨粗鬆症の薬
抗生物質・抗菌

剤の一部、腸溶剤
（腸で溶ける薬）

など

ワーファリン
（血栓症治療薬）

〜
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で

　
　  

健
康
管
理
し
ま
し
ょ
う
〜

　お
薬
を
飲
む
こ
と
で
、
血
圧
や

血
糖
値
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な

ど
、
症
状
を
抑
え
て
健
康
管
理
す

る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
飲
ま
な

い
で
済
め
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　お
薬
を
飲
み
始
め
る
前
に
、
ま

た
は
お
薬
を
飲
み
始
め
て
か
ら
で

も
食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
を
改

善
し
、
適
正
体
重
を
維
持
す
る
等

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
的
な
食
事
の
と
り
方
】

●「
主
食・主
菜・副
菜
」を
そ
ろ
え
て

食
べ
る

●
食
塩
を
と
り
過
ぎ
な
い

　（
男
性
8ｇ
未
満・女
性
7ｇ
未
満)

●
野
菜
は
1
日
5
皿
を
目
標
に

適正体重の算出方法（BMI）
体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
18.5未満…………………やせ
18.5以上25未満…………標準
25以上……………………肥満

医
療
費
削
減
の
た
め
に

医
療
費
削
減
の
た
め
に

注意注意
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毎年国保税率の見直しを行っていきます毎年国保税率の見直しを行っていきます
県内国保料（税）率が統一となるまでの間県内国保料（税）率が統一となるまでの間国民健康保険

　毎年県から示される「納付金」は、市町村の被保険者数、世帯数、所得水準、医療費水準等を反映した算定額と、
県全体の医療費や、国等からの交付金をみて算出されます。この為、毎年変動が予想されます。村では、毎年その
年度の「納付金」の動向をみながら、国保税率の見直しを行って参りたいと思います。その際には、今まで積み立て
て参りました、基金を有効活用し、急激な保険税の引き上げとならないよう努めて参ります。みんなで支える国保
へのご理解ご協力の程をよろしくお願い致します。

　国保（国民健康保険）とは、病気やケガをした
とき、安心して医療を受けられるよう、みなさ
ん（被保険者）がお金（保険税）を出し合って、
互いに助け合う制度です。平成30年度から大
きく制度が変わり、これまでの市区町村単位の
運営から、都道府県単位となりました。 　新制度により長野県全体の医療費を、市町村の枠

を超えて県全体で負担し合うことになりました。
　県は、長野県全体の医療費を負担し合う仕組みと
して、財源を国等からの公費や各市町村から毎年負担
してもらう「納付金」で運営します。

県へ「納付金」を納めるための国保税県へ「納付金」を納めるための国保税

朝日村国保の医療費を支払う為の国保税朝日村国保の医療費を支払う為の国保税

ご理解をお願いします

朝日村が、平成30年度に県へ納めた納付金額
1億4,829万8千円
令和元年度県へ納める納付金額
1億6,589万円

今まで
国保税大きく変わったこと国保税大きく変わったこと

新しく

現在の基金の残高
72,138千円
今年度取り崩し予定額
約30,000千円

県県内保険料（税）率の統一
県内どこの市町村でも、同じ所得、同じ世帯構成
の世帯は、同じ保険料となることを目指します。

県内保険料（税）率の統一
県内どこの市町村でも、同じ所得、同じ世帯構成
の世帯は、同じ保険料となることを目指します。

 介護保険は、40歳以上の人が被保険者となって介護保険料を納め、介護や支援が必要になったときにサー
ビスが利用できる、支えあいの制度です。ご理解とご協力をお願いいたします。

　介護や支援が必要になったときに、市町村の認定を受けてサービスが利用でき
ます。どんな病気やけがが原因で介護や支援が必要になったかは問われません。

　特定疾病（がんなどの１６疾病）で介護や支援が必要になったときに、市町村
の認定を受けてサービスが利用できます。（交通事故や転倒などが原因の場
合、介護保険は利用できません。）

介護保険料額は、介護保険が利用された給付費の状況等によって３年に１度見直しが行われます。（※次回の見直しは、第８期介護保険
事業計画〔令和３年～令和５年〕策定の際に行われる予定です。）

介護保険料…原則として年金から差し引かれて（特別徴収）、市町村へ納めて
いただきます。（納付書や口座振替による納付の場合もあります。保険料額
は、同世帯の方や本人の所得、収入等によって９段階に分かれています。）

６５歳以上の方（第１号被保険者）

４０歳～６４歳の方（第２号被保険者）

介護保険料…ご加入の医療保険と合わせて納めていただきます。

65歳以上の人の保険料
40～64歳の人の保険料
公費（国、県、村の負担分）

65歳以上の人の
保険料
23％

65歳以上の人の
保険料
23％

40～64歳の人の
保険料
27％

40～64歳の人の
保険料
27％

公費
（国、県、村の
  負担分）

50％

公費
（国、県、村の
  負担分）

50％

介護保険の財源の割合

介護保険制度はみなさんに支えられています介護保険制度はみなさんに支えられています

くらしのガイド
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9
月
1
日（
日
）
防
災
の
日

に
合
わ
せ
朝
日
村
地
震
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
多
発
し
て
い
る
大
規
模

災
害
の
教
訓
か
ら
、搬
出
訓
練
、

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、
救
命

講
習
な
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
参
加
者
は
、
9
4
2

名
で
消
防
団
員
や
消
防
署
員
の

指
導
、
日
赤
奉
仕
団
の
協
力
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
命
講
習
で
は
、
A
E
D

の
使
用
に
つ
い
て
山
形
消
防
署

よ
り
説
明
が
あ
り
、
各
区
に
お

い
て
有
効
性
と
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

　

住
民
も
参
加
し
実
戦
さ
な
が

ら
の
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ん
参
加
し
、
消
火
器

等
に
よ
る
初
期
消
火
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
班
・
消
防
団
連
携

で
倒
壊
家
屋
か
ら
の
被
災
者
搬

出
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
曇
野
日
赤
病
院
よ
り
災
害

時
に
お
け
る
応
急
防
寒
対
策
な

ど
を
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

訓
練
に

参
加
し
て
み
て

地
震
総
合
防
災
訓
練
実
施
報
告

古見（AED）

古見（消火栓）針尾（放水）

小野沢（搬出）

入三

西洗馬（たきだし）

針尾

防
災
訓
練
の
反
省
会
な
ど
で
出

さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◉
安
曇
野
日
赤
病
院
の
2
名
の

方
よ
り
災
害
時
高
齢
者
支
援

の
方
法
を
頂
き
冊
子
を
使
い

分
か
り
易
く
ユ
ー
モ
ア
に
富

ん
だ
ご
指
導
で
、た
め
に
な
る

講
習
に
な
っ
た
。

◉
消
防
の
み
な
さ
ん
が
、放
水
訓

練
の
時
、き
び
き
び
と
ご
指
導

し
て
頂
き
良
か
っ
た
。

◉
防
災
倉
庫
に
は
、照
明
施
設
が

な
い
が
、夜
に
災
害
が
起
こ
っ

た
時
は
、何
が
あ
る
か
分
か
る

方
が
良
い
の
で
は
。

◉
災
害
時
、安
否
確
認
さ
れ
て
い

な
い
家
へ
の
確
認
に
つ
い
て
、

ど
う
す
べ
き
か
検
討
が
必
要
。

（
来
年
度
の
訓
練
に
は
反
省
会
等

の
要
望
・
ご
意
見
な
ど
を
反
映
し

て
実
施
し
ま
す
。）

くらしのガイド
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祝
長寿長寿

　9月6日、敬老の日を前に100歳以上の方1名と今年度100歳を迎えられる4名の方、
米寿を迎えられる33名の方へ村からのお祝い状と祝品をお届けし、喜寿を迎えら
れた62名の方へも祝品をお渡ししました。また、村長が100歳と米寿の方9名のお宅
を訪問し、お一人おひとりにお祝いを申し上げて長寿を祝いました。
　皆さん、健康の秘訣はそれぞれ違いますがとてもお元気で過ごされていました。
益々お元気でお過ごしくださるようお祈りします。　（年齢は2019年10月31日現在）

 
 
 

 
 

祝100歳
柳澤　隆子 さん

粟津原今朝雄 さん（大石原）
上條加志生 さん（芦之久保）

中村　恒子 さん（原新田）

柳澤さんは、とてもお元気でお医者さんへもかからずお薬
も飲んでいないそうです。体を動かすことが大好きで、畑仕
事や、庭の草むしりもやってくれるので、家族からとても感謝
されていました。縫い物も大好きで、雑巾を作ってくれるそ
うです。お孫さん達に会うことも楽しみにしているそうです。

上組

小坂　保幸 さん 上組

小坂さんは、とてもスポーツマンでスキー、
ゴルフを楽しんでいるそうです。又、苗
木を育てることがとても上手で、桜の木
を欲しい人に差し上げたり、イチイの
木を育て光輪寺の屋根を直す時に使

いました。奥様や息子さんとゴルフにいくことが楽しみだ
そうです。

三村博一郎 さん 中組

三村さんは、200年以上前に建てられた
歴史を感じる素敵な家に住まわれてい
て、訪問した日は暑い日でしたが、玄関に
入るととても広々として涼しく感じまし
た。朝日村は平地が多く、塩尻、松本から

も近いのでとても住みやすい村で安心して暮らせると話して
くださいました。

柳沢　豊一 さん 上組

柳沢さんは、ご夫婦で暮らしていますが、
お二人で運動公園へ散歩に行ったりする
そうです。お父様が子どもの頃にお亡くな
りになったため、大変ご苦労され、勤労奉
仕で炭焼きをしたり、お蚕様をかったりし

たそうです。マツタケ取りの名人で、近隣の山々へも長年秋
には行かれたそうです。

  

塩原　國江 さん
上條きみ子 さん
上條冨美子 さん
御子柴愛子 さん
二茅　成子 さん
高橋　静子 さん

（下古見）
（下古見）
（下古見）
（芦之久保）
（沢下）
（沢下）

上條美　子 さん
武田　　伸 さん
武田　　幸 さん
塩原竹千代 さん
粟津原時義 さん
齊藤美三子 さん
齊藤　和子 さん
清澤はつみ さん

三村万智子 さん
清沢富士子 さん
筒井　順子 さん
澤野　　久 さん
小林アイ子 さん
籠田壽美惠 さん
高橋　　章 さん
熊谷　良治 さん

熊谷マサミ さん
柳沢みち子 さん
小林ゆみ子 さん
西沢　善明 さん
中村　絹子 さん
羽多野　子 さん
北村　蔦子 さん
中村おとめ さん

（南上）
（南下）
（南下）
（大原桜台）
（御馬越）
（御馬越）
（大石原）
（中村）

（本郷）
（本郷）
（新田上）
（新田上）
（新田下）
（上組）
（三ヶ組）
（三ヶ組）

（三ヶ組）
（中組）
（中組）　
（下洗馬）
（下洗馬）
（原新田）
（原新田）
（原新田）

米寿の方一覧

祝 米 寿

柳澤　美惠 さん　100歳（上組）

祝100歳以上

情報ひろば
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情報ひろば
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教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
二
年
度
か
ら

始
ま
る
小
学
校
高
学
年
で
英
語
が
教
科
に

な
る
こ
と
も
見
据
え
て
海
外
の
こ
と
や
外

国
語
に
興
味
を
持
ち
、
親
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
7
月
15
日（
月
）
古
見
ふ

れ
あ
い
広
場
で「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

希
望
し
た
朝
日
小
学
校
の
児
童
21
名
と

朝
日
小
学
校
の
ア
ダ
ム
先
生
他
3
名
の

外
国
語
指
導
助
手（
A
L
T
）、ま
た
信
州

大
学
の
学
生
8
名
が
参
加
し
交
流
し
ま

し
た
。

　

4
名
の
A
L
T
は
、
米
国
、
英
国
、
フ

ラ
ン
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
国
の
出
身
で
、

母
国
の
国
旗
や
食
、
名
所
な
ど
映
像
を
交

え
て
紹
介
し
、
児
童
た
ち
は
教
わ
っ
た
こ

と
を
英
語
で
発
音
し
た
り
、
各
国
の
ダ
ン

ス
を
踊
っ
た
り
し
て
英
語
や
文
化
に
触
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ホ
ッ

ト
ド
ッ
ク
を
作
っ
て
味
わ
い
、
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

進
行
は
全
て
英
語
な
の
で
、
も
じ
も

じ
し
て
黙
り
込
む
児
童
も
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
A
L
T
と
打
ち
解
け
、積
極
的
に

話
し
掛
け
た
り
、
遊
ぶ
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
い
ろ
ん
な
国
の
人
と
遊
べ
て
楽
し
か
っ

た
。」「
い
ろ
ん
な
英
語
を
覚
え
る
こ
と
が

で
き
た
。」「
キ
ャ
ン
プ
は
楽
し
か
っ
た
し
、

色
々
な
国
の
人
と
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
出

来
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
、
英
語
に
少
し

で
も
親
し
め
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
か
ら
始
ま
る
新
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
く
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語

教
育
は
、「
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か

せ
、
外
国
語
に
よ
る
聞
く
こ
と
、
読
む
こ

と
、
話
す
こ
と
、
書
く
こ
と
の
言
語
活
動

を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
基
礎
と
な
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お

り
育
成
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま

す
。⃝

外
国
語
の
音
声
や
文
字
等
の
働
き
に

つ
い
て
日
本
語
と
外
国
語
の
違
い
に
気

付
き
、
こ
れ
ら
を
理
解
し
、
読
む
こ
と

や
書
く
こ
と
に
慣
れ
親
し
み
、
聞
く
こ

と
、
読
む
こ
と
、
話
す
こ
と
、
書
く
こ
と

に
よ
る
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
活
用
で
き
る
基
礎
的
な
技
能
を
身
に

付
け
る
。

⃝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
面

や
状
況
に
応
じ
て
、
身
近
で
簡
単
な
事

柄
に
つ
い
て
、
聞
い
た
り
話
し
た
り
す

る
と
と
も
に
、
音
声
で
十
分
に
慣
れ
親

し
ん
だ
外
国
語
の
語
彙
や
表
現
を
推
測

し
読
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え

や
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
る

基
礎
的
な
力
を
養
う
。

⃝
外
国
語
の
背
景
に
あ
る
文
化
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
他
者
を
配
慮
し
な

が
ら
、
主
体
的
に
外
国
語
を
用
い
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る

態
度
を
養
う
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
に
小
学

校
で
英
語
が
必
修
教
科
と
な
り
、
外
国
人

と
当
た
り
前
に
接
す
る
時
代
が
来
て
い
る

こ
と
を
十
分
認
識
し
、
小
中
学
校
と
の
連

携
を
密
に
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
英
語
教

育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
保
育
園
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
乳
幼
児
親
子
教
室
で
行
っ
て

い
る「
英
語
で
あ
そ
ぼ
教
室
」
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
家
庭
に
お
い
て
自
然
と
英
語

に
触
れ
あ
え
る
機
会
を
作
り
、
子
ど
も
た

ち
が
将
来
多
様
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
材
に
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

英
語
教
育
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

ALTとゲームで楽しむ子どもたち

ALTとの交流

アダム先生による母校紹介で紙幣に興味を
持つ子どもたち
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雪の捨て場所 鎖 川鎖 川

◆危険ですので、除雪作業車には近寄らないでください。
◆道路へはみ出している生垣や樹木の枝等は、除雪車が入れ
ない場合もありますので、あらかじめ切っておいてください。
◆水路への雪の投棄は、河川の氾濫や防火用水が確保でき
なくなりますので、行わないでください。また、交通安全確
保のために、道路へ雪を出さないようにお願いします。
◆雪道での運転は、スピードを落として走行しましょう。また、車の
屋根の雪は、必ず落としてから出かけましょう。

◆除雪車が通過した後に寄せ雪が玄関口に残ってしま
う場合がありますが、各家庭で片付をお願いします。
◆早朝より除雪作業を行っていますが、幹線道路より除
雪し始めるため地区内道路の除雪を行い始めるまで
に時間がかかります。ご自宅付近の道路・歩道の雪か
きをお願いします。
◆道路沿いの空き地や田畑に雪を寄せ付ける場合が
ありますが、ご協力をお願いします。

気をつけていただきたいこと お願いしたいこと

大雪などで、雪を多量に捨てる場合は指定の鎖川へお願いします！
デイサービスセンター前、松の木橋右岸

雪の季節がやってきました。
除雪作業の効率化のため、
皆さんのご協力を。

　

8
月
15
日（
木
）、
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
男
性
30
名
、
女

性
27
名
の
計
57
名
の
方
が
成
人
を
迎
え

ら
れ
、当
日
は
42
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
来
賓
、
恩
師
の
方
々
に
参
列

し
て
い
た
だ
き
、
新
成
人
の
門
出
を
祝

福
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
式

典
の
最
後
に
は
新
成
人
を
代
表
し
て
柳

沢
敦
志
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
式
典
後
は
、
恩
師
と
新
成
人
で
懇

談
会
が
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

先
月
の
村
議
会
で
議
員
の
皆
様
か
ら

同
意
を
い
た
だ
き
、
10
月
1
日
よ
り
副

村
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
小こ

い
け池
貴た
か
ひ
ろ浩

と
申
し
ま
す
。

　

朝
日
村
で
は
近
年
、
副
村
長
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
中

で
、
本
年
5
月
に
小
林
村
政
が
ス
タ
ー
ト
し
、
村
長
が
狙
う

「
行
政
の
ス
ピ
ー
ド
と
質
の
向
上
」
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大

の
使
命
と
自
覚
し
、四
肢
が
震
え
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
職
員
と
し
て
は
26
年
半
の
経
験
が
あ
る
も
の
の
、
基
礎

的
自
治
体
の
行
政
に
携
わ
る
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、

あ
ま
つ
さ
え
朝
日
村
に
こ
れ
ま
で
特
別
な
ゆ
か
り
が
あ
っ
た

訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
逆
に
申
し
ま
す
と
、
ま
っ
さ
ら

な
気
持
ち
で
外
部
の
視
点
か
ら
村
政
に
臨
め
る
こ
と
か
ら
、

村
に
新
た
な
刺
激
を
加
え
、
気
付
き
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、ま
ず
は
村
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、役
場

職
員
の
声
に
も
丁
寧
に
耳
を
傾
け
、一
日
で
も
早
く
、少
し
で

も
多
く
、
村
の
実
情
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
林
村
長
は「
福
祉
あ
ふ
れ
る
、
元
気
で
明
る
い
朝
日
村
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
全
て
の
世
代
で
福
祉
を
実

感
で
き
る
村
づ
く
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
思
い
を
共
有

し
、村
長
を
支
え
、村
民
の
皆
様
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
精

一
杯
努
力
す
る
決
意
で
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

朝
日
村
成
人
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た

副
村
長
就
任
あ
い
さ
つ

情報ひろば
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防災重点ため池　再選定結果　　　    　  （か所）
県　内

（全ため池1753か所）
村　内

（全ため池9か所）
うち 防災重点ため池 うち 防災重点ため池

再選定
以前 69 0

再選定
結果 654 3

情報ひろば

❖
防
災
重
点
た
め
池
と
は

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
で
西
日
本
を
中
心

に
、
多
く
の
農
業
用
た
め
池
に
お
い
て
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
国
は
、
防
災
重

点
た
め
池
の
考
え
方
の
見
直
し
や
新
た
な
基

準
を
策
定
し
、
そ
れ
を
受
け
、
県
で
は
、
県

内
の
全
た
め
池
の
氾
濫
解
析
を
行
い
、
下
流

に
住
宅
等
が
あ
り
、
決
壊
し
た
場
合
に
住
宅

等
の
周
辺
が
歩
行
不
可
能
と
想
定
さ
れ
る
こ

と
を
基
準
に
、
防
災
重
点
た
め
池
を
再
選
定

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
県
全
体
で
6
5
4
か
所
、
村

内
で
は
3
か
所
が
防
災
重
点
た
め
池
に
該

当
し
ま
し
た
。

❖
朝
日
村
の
被
害
状
況
と
対
策

　

当
村
で
は
平
成
28
年
に
初
め
て
、
被
害
が
確
認

さ
れ
、
年
間
数
本
の
被
害
木
の
処
理
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
度
、
被
害
が
急
増
し
、
8
月
末

時
点
で
43
本
の
被
害
木
の
伐
倒
く
ん
蒸
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
枯
れ
は
内
部
に
侵
入
し
た
セ
ン
チ
ュ
ウ

が
原
因
で
、
感
染
を
防
ぐ
に
は
、
薬
剤
の
樹

幹
注
入
が
効
果
的
で
す
。
樹
幹
注
入
を
行
う

時
期
は
11
月
か
ら
3
月
が
適
期
で
す
。

❖
松
枯
れ
予
防
等
の
費
用
を
補
助
し

て
い
ま
す

　

そ
こ
で
、
村
で
は
被
害
予
防
を
推
進
す
る

た
め
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
を
受
け
る
際
、
次
の
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
補
助
額
】

•
樹
幹
注
入

　
　
　

５
０
，０
０
０
円
上
限

•
伐
倒
く
ん
蒸
処
理

　
　

１
０
０
，０
０
０
円
上
限

【
提
出
書
類
】

〔
処
理
前
〕

申
請
書（
写
真
、位
置
図
、見
積
書
）

〔
処
理
後
〕

報
告
書（
領
収
書
、写
真
）

　

樹
幹
注
入
、
被
害
木
の
ご
相
談
や
葉
の
枯

れ
た
ア
カ
マ
ツ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
産
業

振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
産
業
振
興
課（
☎
9
9
―
４
１
０
４
）

❖
村
内
に
所
在
す
る

　
　

防
災
重
点
た
め
池
一
覧

❖
今
後
の
対
策

　

選
定
さ
れ
た
防
災
重
点
た

め
池
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
や

村
防
災
計
画
と
の
調
整
な
ど

の
迅
速
な
避
難
行
動
に
つ
な

げ
る
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
規
模
に
応
じ

た
優
先
順
位
に
基
づ
き
、
た

め
池
の
機
能
診
断
等
の
施
設

機
能
の
適
切
な
維
持
、
補
強

に
向
け
た
対
策
等
を
実
施
し

ま
す
。

No. 名　称 所　在

1 芦ノ池 大字古見
（芦之久保）

2 曽倉沢ため池 大字古見
（旭ヶ丘団地西側）

3 滝ヶ入池
大字西洗馬
（上組・

向陽台団地南側）

防
災
重
点
た
め
池
の
再
選
定
に
つ
い
て

松
枯
れ
被
害
の
抑
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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情報ひろば

　

1
月
中
旬
よ
り
大
道
加
工

所
で
味
噌
づ
く
り
の
指
導
を
行

い
ま
す
。

　

味
噌
を
作
り
た
い
方
、
熟
成

し
て
い
る
味
噌
を
滑
ら
か
に
す

る
た
め
、
機
械
に
通
し
た
い
方

は
役
場
産
業
振
興
課（
☎
9
9

―
4
1
0
4
）
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
期
限
は
12
月
13
日

（
金
）ま
で
。

　

な
お
、詳
し
い
日
程
や
料
金
、

ご
用
意
し
て
い
た
だ
く
材
料
等

は
、
お
申
込
み
後
、
ご
連
絡
し

ま
す
。

こ
ぶ
し
の
会

味
噌
づ
く
り
の
予
約
を

受
け
付
け
ま
す

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

が
実
施
し
て
い
る
地
域
活
動
助
成
事
業
を
活

用
し
、朝
日
村
消
防
団
の「
夏
季
活
動
服（
上

着
）・
防
火
服
」を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

　

消
防
庁
消
防
団
服
制
基
準
の
適
合
し
た
も

の
で
、
従
来
活
動
服
は
上
下
揃
え
て
あ
り
ま

し
た
が
、
夏
場
の
訓
練
等
に
お
け
る
活
動
に

お
い
て
、
ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
対
策（
熱
中
症

予
防
）
に
効
果
を
発
揮
し
、
消
防
団
員
の
士

気
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
防
火
衣
も
配
備
し
、
従
来
の
物

よ
り
安
全
対
策（
防
火
、
擦
り
切
れ
等
）
に

お
い
て
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
消
防
団
秋
季
訓
練
も
計
画
さ

れ
、
新
し
い
防
火
衣
を
使
っ
て
よ
り
充
実
し

た
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
度

地
域
活
動
助
成
事
業

　あさひ保育園では、６カ月からのお子さんを受け入れしています。保育室は地中熱と太陽光エネルギーを利用
した冷暖房完備、冬は床暖房なので裸足で健康的に過ごしています。安全に遊べる園庭で伸び伸び遊び、園周辺
のお散歩など園外活動も活発にしています。 
　また、０歳・１歳・２歳の年齢別のクラスで発達に合わせた保育を進めています。

　０・１歳児の乳児期はハイハイから歩行ま
で成長著しい時期です。片言の言葉が出て
きて、嬉しい・悲しい等の表現や感情の表
出も活発になります。                       
　給食では、一人一人に合わせた離乳食か
ら、だんだん刻みを大きくするなどの段階
を経て様々な食材を食する中で、味覚の形
成・健康な身体作りを考えています。

　「三つ子のたましい１００まで」と言いますが、この三つ子
とは２歳のことを言います。
　この時期は基本的な運動機能が次第に発達し、指先の機
能や排泄の自立の為の身体的機能も整うようになります。
保育士は自分でしようとする気持ちを尊重し、温かく見守る
と共に愛情豊かに関わるようにしています。
　また、３歳までに大脳の８０％が形成されるといわれていま
す。友達との関わりや様々な体験を通して、刺激を受けるこ
とはこの時期、とても大切です。

未満児保育の充実
未満児保育の充実
未満児保育の充実未満児保育の充実

ひよこ１組（１歳児）ひよこ組（０歳児）

りす組（２歳児）

防
火
衣

夏
季
活
動
服
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◉
3
Ｄ
画
像
で
見
る
土
器
と
心
の
世
界

10
月
5
日
～
11
月
24
日　

朝
日
美
術
館

　

本
展
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
29
年
に
か
け
て
調
査

し
た
山
鳥
場
遺
跡
の
出
土
品
を
初
展
示
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
土
器
に
残
る
種し

ゅ
じ
つ実
圧あ
っ
こ
ん痕
の
調
査
結
果
や
、
発

掘
し
た
住
居
跡
や
土
器
を
三
次
元
で
再
現
し
た
画
像

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
は
技
術
の
進
歩
に
よ
り
従
来
で
は
読
み
取
れ
な

か
っ
た
精せ

い
ち緻
な
調
査
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。　

　

し
か
し
一
方
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
装
飾
を
施
し
た

土
器
を
生
み
出
し
た
の
か
、
縄
文
人
の
精
神
世
界
を

デ
ー
タ
で
推
し
量
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
朝
日
村
で
発
掘
さ
れ
た
多
彩
な
縄
文

土
器
を
じ
っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
き
、
縄
文
人
の
心
に

想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

出
土
品
の
ほ
か
、
縄
文
人
の
世
界
観
に
迫
る
大
全

紙
サ
イ
ズ
の
土
器
写
真
も
展
示
し
ま
す
。

焼町式土器

情報ひろば

朝
日
村
の
縄
文
土
器

10月から幼児教育・保育の無償化が始まりました
　国では、10月から3歳～5歳児と市町村民税非課税世帯の0歳～2歳児の保育料を無償化
しました。また保育料の無償化に伴い、新たに3歳～5歳児の給食費の副食費（おかず、おやつ代）
は保護者負担としています。当村の対応は下記のとおりです。

あさひ保育園を利用されている場合（無償化に伴う手続きはありません）
●3歳～5歳児の保育料無料（保育短時間の認定、保育標準時間の認定いずれも）
●副食費（おかず、おやつ代）の無料
●市町村民税非課税世帯の0歳～2歳児の保育料無料

無償化の対象となるためには、村の「認定」を受ける必要があります。詳しくは朝日村教育委員会まで
お問合わせください。（朝日村役場教育委員会窓口7番　☎99-4105）

村外の保育施設等をご利用の場合

村外の幼稚園、認可外保育施設等を利用されている場合

：3歳～5歳児の未就園児、市町村民税非課税世帯の0歳～2歳児の未就園児
：村から「保育の必要性の認定」を受けること
　（保育の必要性とは、あさひ保育園への入所の要件と同様となります）
：月額上限37,000円（0歳～2歳児は月額上限42,000円）
※里帰り出産などで当村の一時預かり事業を利用される場合は、お住まいの市区町村で
「保育の必要性の認定」を受ける必要があります。

この他にも村が実施する子育て支援事業について無償化が始まりました

あさひ保育園で行っている一時預かり事業、朝日村が実施している
ファミリー・サポート・センター事業を利用されている場合
対 象 者
対 象 要 件

無償化の範囲



●村内60事業所で使用が可能。（日用品・食料等小売、燃料、
美容室、家電・リフォーム等）

商品券について

有効期間

ご注意

令和2年3月31日（火）まで!

広報 あさひむら  2019年11月号 〒390-1188長野県東筑摩郡朝日村大字古見1555-1　☎0263-99-2001
e-mail info@vill.asahi.nagano.jp　URL http://www.vill.asahi.nagano.jp/朝日村発行 川越印刷株式会社印刷

⑴公共料金や病院の支払いなど、使用できないもの
があります。
⑵村の補助金を受けるお支払い（住宅リフォーム補助
など）には使用できません。

詳しくは販売時にお渡ししている資料をご覧いただくか、下記
お問い合わせ先までご連絡ください。

※有効期限を過ぎると使用でき
なくなります。ご注意ください。

〈お問い合わせ〉朝日村商工会［☎99-2551］　朝日村役場 産業振興課［☎99-4104］

2019年12月21日土▶2020年3月8日日2019年12月21日土▶2020年3月8日日
2019年12月14日土▶12月20日金2019年12月14日土▶12月20日金

本年度の営業期間
プレオープン（雪の出来次第で）

お得に遊べる情報コーナー
2019～20シーズン券発売!2019～20シーズン券発売! 好評！好評！大人も！子供も！シニアも！みんな
11,000円で1シーズン滑り放題！
（写真付きシーズン券を発行します。縦45mm×横
35mmの写真2枚を持参のうえあさひプライムまで
お申し込みください。）

あさひプライムスキー場へのお問い合わせは☎99-3700へどうぞ！

― 営業期間のお知らせ ―― 営業期間のお知らせ ―
スキー・スノーボードシーズン到来！良質の雪で皆様をお待ちしています。スキー・スノーボードシーズン到来！良質の雪で皆様をお待ちしています。

1,100円！1,100円！駐車場無料休憩所の横スキースクール事務所で好評販売中！！
駐車場無料休憩所の横
スキースクール事務所で好評販売中！！

朝日村民優待リフト券販売！朝日村民優待リフト券販売！
朝日村民なら１日券が大人も、子供もシニアもなんと朝日村民なら１日券が大人も、子供もシニアもなんと

朝日村プレミアム付き
商品券

シーズン中はレンタル付きのスキー・スノーボードスクールや、丁寧に教えてもらえるプライベートレッスン、日本で活躍するデモン
ストレーターを招いてのスペシャル講習会など、充実したレッスン内容で皆様をお待ちしています。あさひプライムで上達しよう！

充実したレッスンで上達しよう！


